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質
問　

交
流
人
口
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
て
基
本
目
標
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
観
光
入
込
数
と
設
定
し
た
か
。

　

答
弁　

本
市
に
関
心
と
愛
着
を

持
ち
、
市
民
と
の
関
係
を
持
ち
続

け
る
「
関
係
人
口
」
な
ど
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
経
済
の

活
性
化
及
び
地
方
創
生
に
つ
な
が

る
も
の
と
捉
え
、「
交
流
人
口
（
観

光
入
込
数
）」
と
し
て
設
定
し
た
。

　

質
問　
『
思
民
』
が
集
う
ま
ち

の
事
業
展
開
状
況
と
課
題
は
ど
う

か
。

　

答
弁　
「
陸
前
高
田
思
民
制
度

の
創
設
」、「
空
き
校
舎
を
利
用
し

た
交
流
活
動
拠
点
の
設
置
」、
そ

し
て
、「『
空
き
家
バ
ン
ク
』
の
設

置
」、「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の
移

住
支
援
と
奨
励
金
の
拡
充
」
を
定

め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。

　

課
題
と
し
て
、
観
光
入
込
数
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
等
の
多
く

が
復
旧
整
備
の
状
況
で
あ
っ
た
こ

交流人口と関係人口病後児保育が開始（気仙保育所）

と
。
思
民
登
録
数
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
寄
付
者

を
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初

想
定
し
て
い
た
目
標
に
至
ら
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、移
住・

定
住
に
つ
い
て
は
、
住
居
の
不
足

な
ど
で
あ
る
。

　

質
問　

交
流
人
口
や
関
係
人
口

の
最
終
到
達
点
は
。

　

答
弁　
「
定
住
人
口
」
の
増
加

に
向
け
、
移
住
・
定
住
促
進
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い

て
、継
続
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、

「
交
流
人
口
」
及
び
「
関
係
人
口
」

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
地
域
内

経
済
の
活
性
化
や
「
活
動
人
口
」

の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
種

施
策
を
継
続
し
て
推
進
し
た
い
。

市
債
と
基
金
の
管
理
は

　

質
問　

市
債
の
管
理
運
営
の
方

針
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

市
債
の
繰
上
償
還
や
過

疎
債
な
ど
の
「
有
利
な
起
債
」
へ

の
切
り
替
え
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
債
の
適
正
な
管
理
と
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

質
問　

財
政
調
整
基
金
の
今
後

の
残
高
と
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

質
問　

高
田
松
原
海
水
浴
場
は

令
和
３
年
夏
オ
ー
プ
ン
予
定
だ

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備

が
な
さ
れ
る
の
か
。

　

答
弁　

３
年
３
月
の
完
成
に
向

け
て
、
主
に
岩
手
県
が
震
災
前
と

同
様
に
市
民
活
動
施
設
を
併
設
し

た
公
園
管
理
施
設
と
駐
車
場
、
総

合
案
内
看
板
、
温
水
・
冷
水
シ
ャ

ワ
ー
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
有
事
の
際

の
海
水
浴
客
の
安
全
な
避
難
の

た
め
、
電
光
表
示
盤
や
海
水
浴
場

全
体
を
見
渡
せ
る
カ
メ
ラ
、
モ
ー

タ
ー
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を

整
備
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

質
問　

施
設
整
備
す
る
際
、
そ

の
一
部
に
、
逃
げ
遅
れ
た
方
々
の

た
め
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
と
し
て

の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
市
の
場
合
は
、
地
震

発
生
か
ら
津
波
襲
来
ま
で
一
定
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

早
く
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。
避
難
タ
ワ
ー
と

な
ど
の
定
住
に
つ
な
げ
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
協
力

隊
や
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
を

設
け
る
た
め
、
合
同
研
修
会
や
活

動
報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
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し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

質
問　

タ
ピ
ッ
ク
45
の
上
で
３

人
の
命
が
助
か
っ
て
い
る
。
そ
の

事
実
は
後
世
に
残
す
べ
き
と
思

う
。
ト
イ
レ
の
屋
根
に
避
難
場
所

を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　

答
弁　

詳
し
い
先
生
方
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
国
、
県
と
の
協
議

の
結
果
、
タ
ワ
ー
整
備
と
ト
イ
レ

屋
根
へ
の
避
難
場
所
整
備
は
考
え

て
い
な
い
。

協
力
隊
の
今
後
は

　

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

本
市
に
移
住
し
、
自
伐
型
林
業
、

米
崎
り
ん
ご
、
教
育
旅
行
、
移
住

定
住
な
ど
の
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
。
協
力
隊
を
採
用
し
て
の
効
果

と
課
題
は
何
か
。

　

答
弁　

効
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
移

住
し
た
地
域
に
お
い
て
、
消
防
団

へ
の
入
団
、
盆
踊
り
大
会
の
復
活

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
課
題
は

業
務
、
生
活
の
両
面
を
含
め
た
総

合
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
で

あ
る
。
課
題
解
決
の
た
め
、
令
和

元
年
度
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
業
務

委
託
し
、
民
間
事
業
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
起
業
支
援
、
悩
み
相
談
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関
係
人
口
の
獲
得
と
活
用
は

　
　

  「
活
動
人
口
」
の
増
加
に
期
待

震
災
10
年
目
の
予
算
は

　
　

新
規
に
病
後
児
保
育
な
ど
計
画

松
原
海
水
浴
場
整
備
は

　
　

震
災
前
と
同
様
の
施
設
規
模
で

　

質
問　

大
震
災
か
ら
10
年
目
の

予
算
編
成
と
新
規
事
業
は
。

　

答
弁　

復
旧
・
復
興
事
業
や
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
、
全
国
の
方
の
電

気
料
金
の
一
部
を
本
市
へ
還
元

し
、
お
金
の
循
環
、
雇
用
な
ど
を

て
い
く
。
一
方
で
財
源
の
最
大
限

の
有
効
活
用
を
図
る
。

　

新
し
い
事
業
は
、
気
仙
保
育
所

で
の
病
後
児
保
育
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
た
。

　

質
問　

復
興
・
創
生
期
間
後
も

継
続
さ
れ
る
事
業
は
。

　

答
弁　

令
和
元
年
12
月
の
閣
議

決
定
で
、
復
興
庁
の
設
置
期
間
を

令
和
13
年
３
月
ま
で
10
年
間
延

長
。
復
興
事
業
は
実
施
期
間
を
５

年
延
長
し
、
財
政
的
支
援
が
令
和

７
年
度
末
ま
で
継
続
さ
れ
る
方
針

が
示
さ
れ
た
。

　

本
市
は
、土
地
区
画
整
理
事
業
、

漁
港
施
設
等
の
復
旧
整
備
、
心
の

ケ
ア
な
ど
が
該
当
す
る
。

発
電
事
業
と
林
業

　

質
問　

新
年
度
か
ら
始
ま
る

「
ふ
る
さ
と
納
電
」
の
事
業
は
。

　

答
弁　

電
気
の
契
約
先
を
陸
前

生
み
出
す
。

　

質
問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
買
い
取
り
樹
木
は
。

　

答
弁　

主
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
人
工
林
の
間
伐
材
が
対
象
。

起
業
・
経
営
支
援
は

　

質
問　

起
業
の
実
績
は
ど
う

か
。
ま
た
、
経
営
課
題
へ
の
助
言

な
ど
の
取
り
組
み
は
。

　

答
弁　

震
災
後
か
ら
令
和
元
年

末
ま
で
の
起
業
実
績
は
、
１
０
１

事
業
者
。
経
営
課
題
へ
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
平
成
30
年
度

に
商
工
会
が
34
事
業
所
へ
経
営
改

善
計
画
策
定
等
の
支
援
を
実
施
し

た
。原

発
汚
染
水
の
影
響

　

質
問　

福
島
原
子
力
発
電
所
の

汚
染
水
は
、
大
気
や
海
洋
に
放
出

し
な
い
処
理
を
す
べ
き
と
思
う
。

本
市
の
受
け
止
め
は
。

　

答
弁　

生
態
系
へ
の
影
響
、
農

水
産
業
や
観
光
業
へ
の
さ
ら
な
る

風
評
被
害
が
心
配
さ
れ
る
。今
後
の

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

地
元
の
意
見
を
適
切
に

把
握
し
、
政
府
や
関
係
機
関
へ
届

け
る
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

広
田
湾
漁
協
を
は
じ

め
、
漁
業
者
等
の
意
見
を
伺
い
、

県
や
県
漁
連
等
と
協
議
し
、
県
や

国
へ
機
を
捉
え
、
地
域
の
声
と
し

て
届
け
た
い
。

　

答
弁　

本
市
の
財
政
調
整
基
金

の
適
正
規
模
は
６
億
５
千
万
円
程

度
と
さ
れ
て
お
り
、将
来
、国
庫
返

還
を
控
除
し
た
令
和
元
年
度
末
の

残
高
は
30
億
円
と
な
る
見
込
み
。

今
後
も
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

抑
制
し
た
予
算
編
成
と
予
算
執
行

に
よ
り
、
適
正
管
理
に
努
め
る
。
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